
・ 携帯電話

・ スマートフォン

・ スマートフォンケース等に使用されるマグネット

・ テレビ

・ パソコン

・ AV機器

・ ハンドバッグや財布などの磁気仕様の留め具

・ 磁気ブレスレット等、磁気仕様のアクセサリー

最近、カードの磁気データ破損や読込不良などで使用できなくなるケースが

増えています。磁気ストライプのついたカードは、

磁石や強い磁気を発する部分に近づけると故障の原因となります。

カードの保管・お取り扱いには十分ご注意ください。

■なるべく磁気を発生するものと離して保管する

カードの磁気不良を防ぐには、まず磁力が強い物に近づけないことです。上記で

紹介したような、スマートフォン、テレビ、アクセサリーなどの電子機器は磁力が

強いため、近くにカードを置くのは避けましょう。

■スマートフォンケースにカードを入れない

スマートフォンケースには、クレジットカードなどのカードを入れられるスペースが

あるものも多く便利ですが、スマートフォンは磁気を発するため長時間の保管は

好ましくありません。電磁波を遮断する「電磁波干渉防止シート」を使うなど、

磁気不良の予防対策を行いましょう。

■磁気をガードする防磁ケースに入れておく

スマートフォンなどから発生する磁気からカードを守るための商品として、

シールドケースや防磁シートといったものがあります。当組合でもご提供できる

場合がございます。磁気不良が続くようでしたら窓口へご相談下さい。

■（キャッシュ・ローン）カードを大切に保管する

カードの破損、汚損も原因の一つです。カードにシールなどは貼らずに

大切に保管ください。

【佐賀西信用組合　事務部】

「キャッシュ・ローン」カードを近づけないで！

＜磁気不良を予防するためにできること＞


